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12.1.8 人と自然との触れ合いの活動の場 

 (1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

  (a) 調査結果の概要 

  ① 人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

   1) 文献その他の資料調査 

   a. 調査手法 

調査手法は、資料等による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析とした。 

   b. 調査地域 

調査地域は、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

   c. 調査期間 

調査期間は、資料が入手可能な最新の期間とした。 

   d. 調査結果 

調査地域における人と自然との触れ合いの活動の場の状況は、表 12.1.8-1 及び図 

12.1.8-1に示すとおりである。 

 

表 12.1.8-1 人と自然との触れ合いの活動の場一覧 

項目 勝山運動公園(OR01) 
旭川・りんくるライン 

(OR02) 
勝山城山公園(OR03) 

施設の概要 野球場、多目的グラウ

ンド、テニスコート、夢

広場(芝生広場)、キャン

プ場を備えた総合運動公

園。 

真庭市の旭川に沿って

勝山・久世・落合エリア

をめぐる、総延長約 25km

のサイクリングコース。

約 1km に渡る久世トンネ

ル桜や昔懐かしい町並み

など、今昔入り混じった

充実感あふれるコースと

なっている。 

勝山の領主三浦氏がか

つて城を構えていた場

所。その足元には、城下

町として城内という町が

いまなお栄えている。 

年間利用者数等 年間 30,000人程度 集計データなし 集計データなし 

季節変動及び 

利用者構成 

通年で利用可能。 

主に保育園児、小学

生、中学生、高校生、高

齢者、社会人、障がい

者、消防団が利用してい

る。 

通年で利用可能。 

日常的に地域住民が利

用するほか、イベントで

は子供から大人まで幅広

い年代の利用がある。 

通年で利用可能。 

主に高校生、高齢者、

地域住民  が利用してい

る。 

利用者の属性 

利用者の出発地 

真庭市内の居住者が利

用者の多くを占めるが、

市外からの来訪者も利用

している。 

日常的な利用は、真庭

市内の居住者が多くを占

めている。イベントで

は、真庭市内の居住者の

ほか、県内外から参加者

が訪れている。 

主に真庭市内の住民が

利用しているが、一定程

度の観光客も訪れてい

る。 

出典：1.「真庭市 HP」（https://www.city.maniwa.lg.jp/）令和 4年 6 月閲覧 

2.「令和 2 年度 真庭市直営公共施設評価結果総括表」 

（真庭市 HP  https://www.city.maniwa.lg.jp/uploaded/attachment/22841.pdf）令和 4年 6 月閲覧 

3.「真庭観光 WEB」（真庭観光局公式サイト https://www.maniwa.or.jp/）令和 4年 6 月閲覧 

4.「旭川・りんくるライン」（https://www.facebook.com/asahigawa.lincleline/）令和 4 年 6月閲覧  
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図 12.1.8-1 主要な人と自然との 

触れ合いの活動の場 
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  ② 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

   1) 文献その他の資料調査 

「①人と自然との触れ合いの活動の場の状況 1)文献その他の資料調査」に記載のとおりで

ある。 

 

   2) 現地調査 

   a. 調査手法 

調査手法は、人と自然との触れ合い活動の場の特性を踏まえ、対象事業実施区域及びその

周囲の 3地点において現地調査を実施した。 

調査項目は表 12.1.8-2に示すとおりである。 

 

表 12.1.8-2 調査項目 

調査項目 

利用環境の状況 対象事業実施区域との位置関係 

所在地 

施設の位置及びアクセスルート 

管理者等 

利用料 

利用可能期間 

主な付帯設備 

現地調査結果 

利用の状況 利用者の居住地 

利用者のアクセス方法 

利用目的 

催事状況 

現地調査結果 

 

   b. 調査地域 

調査地域は、対象事業実施区域及びその周囲とした。 

   c. 調査地点 

調査地点は、人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえ、図 12.1.8-1に示すとおり、

「勝山運動公園」、「旭川・りんくるライン」、「勝山城山公園」の 3地点とした。  
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   d. 調査期間 

調査期間は、表 12.1.8-3に示すとおりである。 

 

表 12.1.8-3 調査期間 

調査地点 調査期間 調査時間 

OR01 

勝山運動公園 

夏季：令和 3 年（2021年）7月 23日（祝日） 11:00～12:00 

秋季：令和 3 年（2021年）10月 24日（日） 11:00～12:00 

OR02 

旭川・りんくるライン 

夏季：令和 3 年（2021年）7月 23日（祝日） 13:00～14:30 

秋季：令和 3 年（2021年）10月 24日（日） 13:00～14:30 

OR03 

勝山城山公園 

夏季：令和 3 年（2021年）7月 23日（祝日） 8:30～10:40 

秋季：令和 3 年（2021年）10月 24日（日） 8:30～10:40 
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   e. 調査結果 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の利用状況の調査結果は、表 12.1.8-4(1)～表 

12.1.8-4(6)に示すとおりである。 

 

表 12.1.8-4 (1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の利用状況の調査結果 

調査地点 調査項目 調査結果 

OR01 
勝山運動公園 

利用環境
の状況 

対象事業実施区
域との位置関係 

真庭市の中央付近に位置しており、対象事業実施区域の東
側に隣接する位置にある。 

所在地 岡山県真庭市勝山 319 

施設の位置及び 
アクセスルート 

真庭市の市街地（真庭市役所）からは、国道 313 号（途
中、JR 中国勝山駅前を通過）及び市道神代福谷線を経由し
て当該施設へ至る。真庭市役所から当該施設までは車で約
18 分程度、JR 中国勝山駅からは 6 分程度である。 

管理者等 真庭市（勝山振興局）が管理を行っている。 

利用料 
原則無料であるが、一部施設（野球場・多目的広場・テニ

スコート・キャンプ場など）を使用する場合は、使用時間や
内容に応じて使用料が発生する。 

利用可能期間 周年利用可能 

主な付帯設備 

キャンプ場・炊事棟、広場（複合遊具あり）、野球場、グ
ラウンド、テニスコート 4 面、駐車場 3 か所（収容台数：大
型車 7 台、小型車 147 台）、トイレ 3 か所、案内板 2 か所な
どがある。 

現地調査結果 

・主要なアクセスルートは、市街地方面からの国道 313 号及
び市道神代福谷線である。 

・キャンプ場、広場、野球場、グラウンド、テニスコートな
どが整備された総合運動施設である。 

・対象事業実施区域方向は丘陵となっている。周囲を山や樹
林に囲まれ、緑豊かな景観となっている。 

利用の 
状況 

利用者の居住地 
主に岡山県内の居住者で、一部近県からの来訪者と考えら

れる。（車両が主に岡山ナンバーであった。一部鳥取・香
川・島根などの近県のナンバーであった。） 

利用者のアクセ
ス方法 

自転車は駐輪されておらず、市街地からやや離れた立地で
あるため、車を利用した来場が多いと考えられる。 

利用目的 
キャンプ、炊飯、ピクニック、遊具遊び、虫捕り、そり遊

び、草摘み、グラウンドゴルフ、野球の試合、テニスの練習 

催事状況 なし 

現地調査結果 

・夏季の現地調査実施時の利用者数は、キャンプ場が 10
名、広場が 6 名、野球場が 85 名、テニスコートが 37 名で
あり、計 138 名の利用があった。 

・秋季の現地調査実施時の利用者数は、キャンプ場が 20
名、広場が 38 名、野球場が 60 名、テニスコートが 2 名で
あり、計 120 名の利用があった。 

・キャンプ場及び夢広場は、家族連れの利用が多く、キャン
プや遊具遊び、ピクニックなど自然と親しむ活動が行われ
ていた。また、グラウンドゴルフなどのゲームも行われて
いた。テニス場は学生の部活動や練習の場として利用され
ていた。野球場は学生が野球の試合を行っていた。 

・学生以下、成人、高齢者まで、幅広い年代の利用があっ
た。 

出典：「真庭市 HP」（https://www.city.maniwa.lg.jp/）令和 4 年 6 月閲覧 

  



 

12.1.8-6 

(886) 

 

表 12.1.8-4 (2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

調査地点 
調査地点の状況 

夏季 秋季 

OR01 

勝山運動公園 

 
 

 
キャンプ場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
広場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
野球場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
野球場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
テニスコート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
テニスコート 
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表 12.1.8-4 (3) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

調査地点 調査項目 調査結果 

OR02 
旭川・りん 
くるライン 

利用環境の
状況 

対象事業実施
区域との位置
関係 

対象事業実施区域の東側にあり、最も近い場所で約
5km 離れた位置にある。 

所在地 岡山県真庭市 

施設の位置及
びアクセスル
ート 

西側の起点は JR中国勝山駅で、真庭市の市街地（真庭
市役所）からは国道 313号経由で、車で約 12分程度であ
る。 

管理者等 道路管理者、真庭市産業観光部産業政策課 

利用料 無料 

利用可能期間 周年利用可能 

主な付帯設備 
駐車場 1か所（JR中国勝山駅前観光駐車場）、トイレ 2

か所（沿道の公共施設）、案内板 2 か所 

現地調査結果 

・主要なアクセスルートは、鉄道（JR）及び市街地方面
からの国道 313 号である。 

・旭川・りんくるラインは真庭市内を流れる一級河川 
旭川に沿って整備された総延長約 25 km の道路であ
り、歩行者や自転車、自動車などが通行している。 

・沿線は街路樹などが整備されている。周辺は住宅地や
畑となっている。 

利用の 
状況 

利用者の居住地 

主に岡山県内の居住者と考えられる。（JR 中国勝山駅
前の観光駐車場の車両は、主に岡山ナンバーで一部姫路
や神戸などの近県のナンバーであった。しかし、観光駐
車場は主に駅周辺の利用者が多いものと推察され、旭川
りんくるラインの利用者は近隣の住民が多いと推察され
る。） 

利用者のアク
セス方法 

JR 中国勝山駅前の観光駐車場は、駅周辺の利用者が多
いものと推察され、りんくるラインの利用者は徒歩や自
転車で来訪すると推察される。 

利用目的 ランニング、ウォーキング、サイクリング、移動 

催事状況 なし 

現地調査結果 

・夏季の現地調査実施時は、旭川沿いにおいて 1 時間に
8 名の利用があった。 

・秋季の現地調査実施時は、旭川沿いにおいて 1 時間に
8 名の利用があった。 

・利用者は成人が多く、学生以下の利用者も見られた。 
・施設は、ランニングやサイクリング、ウォーキング等
で利用されていた。 

出典：「真庭観光 WEB」（真庭観光局公式サイト https://www.maniwa.or.jp/）令和 4 年 6月閲覧 
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表 12.1.8-4 (4) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

調査地点 
調査地点の状況 

夏季 秋季 

OR02 

旭川・ 

りんくるライン 

 
 

 
旭川沿い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
旭川沿い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
市街地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
市街地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
勝山駅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
勝山駅 
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表 12.1.8-4 (5) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

調査地点 調査項目 調査結果 

OR03 

勝山城山公園 

利用環境の

状況 

対象事業実施

区域との位置

関係 

対象事業実施区域の北東側約 2 kmの位置にある。 

所在地 岡山県真庭市勝山 

施設の位置及

びアクセスル

ート 

市街地（真庭市役所）からは、国道 313 号及び周

辺の市道を経由して当該施設へ至る。真庭市役所か

ら当該施設までは車で約 12分程度、JR中国勝山駅か

らは 3分程度である。 

管理者等 真庭市が管理している。（真庭市勝山振興局） 

利用料 無料 

利用可能期間 周年利用可能 

主な付帯設備 

広場、野鳥観察小屋、トイレ 2か所(うち 1か所は

使用中止)、案内板 4 か所、休憩所(あずまや)3 か

所、駐車場 1 か所（収容台数：小型車 3 台）などが

ある。 

現地調査結果 

・来場者の主要な走行ルートは、市街地方面からの

国道 313号及び周辺の市道である。 

・城跡を整備した森林公園で、遊歩道のほか広場や

野鳥観察小屋、あずまやなどが整備されている。 

・樹木が多いみどり豊かな施設であるが、樹木にさ

えぎられて周辺の眺望を得ることはできない。 

利用の 

状況 

利用者の居住地 近隣の真庭市内の居住者と考えられる。 

利用者のアク

セス方法 

自動車の駐車はなく、徒歩による来場が多いと考

えられる。 

利用目的 ウォーキング、散策など 

催事状況 なし 

現地調査結果 

・夏季の現地調査実施時は、城山山頂や、場内のル

ートにおいて 4名の利用があった。 

・秋季の現地調査実施時は、利用者はいなかった。 

・利用者は高齢者が多く、成人の利用者も見られ

た。 

・場内は、散策やウォーキングで利用されていた。

広場等の利用はなかった。 
出典：「真庭観光 WEB」（真庭観光局公式サイト https://www.maniwa.or.jp/）令和 4 年 6月閲覧 
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表 12.1.8-4 (6) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

調査地点 
調査地点の状況 

夏季 秋季 

OR03 

勝山城山公園 

 
 

 
城山山頂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
城山山頂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
太鼓山山頂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
太鼓山山頂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
城山場内ルート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
やすらぎの森広場 
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  ③ 交通量に係る状況 

   1) 現地調査 

   a. 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 

   b. 調査地点 

調査地点は、人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえ、表 12.1.8-5 及び図 

12.1.8-1に示す 2地点とした。調査断面は図 12.1.8-2に示すとおりである。 

 

 表 12.1.8-5 人と自然との触れ合いの活動の場（交通量）の設定根拠及び調査地点一覧 

調査地点 設定根拠 
関連する人と自然との 

触れ合い活動の場 

TP01 

（市道神代福谷線） 

工事関係車両の主要な走行ルートのうち、主

要な人と自然との触れ合いの活動の場へのア

クセスルートが一致している市道神代福谷線

で設定した。 

・OR01：勝山運動公園 

TP02 

（国道 181号） 

工事関係車両の主要な走行ルートのうち、主

要な人と自然との触れ合いの活動の場又はそ

のアクセスルートと、一致又は交差している

国道 181号で設定した。 

・OR01：勝山運動公園 

・OR02：旭川・りんくるライン 

・OR03：勝山城山公園 

 

   c. 調査期間 

調査期間は、交通量の状況を代表する平日の 1日とした。 

調査期間：令和 3年（2021年）11月 10日（水）6時 ～ 22時 

 

   d. 調査手法 

調査手法は、人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえ、対象事業実施区域周辺の 2

地点において方向別、車種別に交通量を調査した。 

TP02の断面 Bは自動車に加え、城山方向への歩行者、自転車の台数も把握した。 

TP02 の断面 C は、自転車専用道のりんくるラインの交通量であるため、歩行者、自転車の

交通量とした。 

調査地点及び調査項目は表 12.1.8-6に示すとおりである。 

  

表 12.1.8-6 調査地点及び調査項目 

調査地点 調査項目 

TP01（市道神代福谷線） 交通量（大型・小型・二輪・自転車・歩行者） 

TP02（国道 181号） 

断面 A 交通量（大型・小型・二輪） 

断面 B 交通量（大型・小型・二輪・自転車・歩行者） 

断面 C 交通量（自転車・歩行者） 
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図 12.1.8-2 (1) 交通量調査断面（TP01：市道神代福谷線） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

図 12.1.8-2 (2) 交通量調査断面（TP02：国道 181号） 

  

断面 A 

断面 B 

断面 C 
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   e. 調査結果 

調査結果は表 12.1.8-7及び表 12.1.8-8に示すとおりである。 

自動車の断面合計の交通量は、TP02（断面 A）が最も多く、断面合計が 9,473 台/16 時間で

あった。次いで TP02（断面 B）が 1,494台/16時間、TP01が 466 台/16時間であった。 

歩行者及び自転車の交通量は TP02（断面 C）が 505人・台/16時間と最も多く、次いで TP02

（断面 B）が 206人・台/16時間、であり、TP01は 1人・台/16時間のみであった。 

 

表 12.1.8-7 交通量調査結果（自動車） 

調査期間：令和 3 年（2021 年）11 月 10 日（水） 6 時～22時 

調査地点 方向・断面合計 
交通量（台/16時間） 

小型車 大型車 二輪車 合 計 

TP01 

東方向 221 19 2 242 

西方向 202 21 1 224 

断面合計 423 40 3 466 

TP02 

(断面 A) 

上り方向（北東方向） 3,978 555 28 4,561 

下り方向（南西方向） 4,382 510 20 4,912 

断面合計 8,360 1,065 48 9,473 

TP02 

(断面 B) 

東方向 846 25 4 875 

西方向 598 10 11 619 

断面合計 1,444 35 15 1,494 
注)交通量の合計は小型車、大型車、二輪車の合計である。 

 

表 12.1.8-8 交通量調査結果（歩行者・自転車） 

調査期間：令和 3 年（2021 年）11 月 10 日（水） 6 時～22時 

調査地点 方向・断面合計 
交通量（人・台/16時間） 

歩行者 自転車 合 計 

TP01 

東方向 1 0 1 

西方向 0 0 0 

断面合計 1 0 1 

TP02 

(断面 B) 

東方向 73 30 103 

西方向 85 18 103 

断面合計 158 48 206 

TP02 

(断面 C) 

東方向 250 17 267 

西方向 223 15 238 

断面合計 473 32 505 
注)交通量の合計は歩行者、自転車の合計である。 
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  (b) 予測及び評価の結果 

  ① 工事の実施 

   1) 工事用資材等の搬出入 

   a. 予測の結果 

    ｱ)予測手法 

環境保全措置を踏まえ、主要な人と自然との触れ合いの活動の場について、分布及び工事関

係車両の走行計画等を踏まえ、工事用資材等の搬出入に使用する関係車両の走行に伴う利用特

性及びアクセスルートへの影響を予測した。 

    ｲ)予測地域 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周囲とした。 

    ｳ)予測地点 

予測地点は、文献調査及び現地調査の結果を踏まえ、表 12.1.8-9 に示す「勝山運動公園」

「旭川・りんくるライン」「勝山城山公園」の 3 地点を選定した。予測地点の位置は図 

12.1.8-1に示すとおりである。 

 

表 12.1.8-9 予測地点の選定条件 

選定条件 選定結果 

①工事関係車両の主要な走行ルートと主要な人

と自然との触れ合いの活動の場が重複してい

る地点 

国道 313号 OR02 旭川・りんくるライン 

②工事関係車両の主要な走行ルートと利用者の

主要なアクセスルートが重複している地点 

国道 313号 
OR02 旭川・りんくるライン 

OR03 勝山城山公園 

市道神代福谷線 OR01 勝山運動公園 

 

    ｴ)予測対象時期 

予測対象時期は、工事関係車両の交通量が最大となる時期とした。  
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    ｵ)予測結果 

人と自然との触れ合い活動の場及びその主要なアクセスルートを利用する歩行者及び自転車

数は表 12.1.8-10 に、工事関係車両の主要な走行ルートにおける交通量の予測結果は表 

12.1.8-11に示すとおりである。 

OR01（勝山運動公園）への主要なアクセスルートは市道神代福谷線である。 

市道神代福谷線（TP01）の交通量の増加率は交通量の予測結果より 23.8％であり、工事関係

車両のうち大型車の走行は 1 日あたり 60 台（往復）と予測され、1 時間当たりの台数は多いと

きでも 10台程度と見込まれる。また、小型車は通勤時間帯（8時台、17時台）を中心に 1時間

当たり 25台程度が見込まれるが、朝や夕方の小型車の交通量は比較的少ないと想定されること

から、勝山運動公園の利用特性（キャンプ、遊具遊び、ピクニック、スポーツ）への影響は生

じないと考えられる。 

なお、市道神代福谷線（TP01）の歩行者及び自転車の利用は、歩行者 1 名のみであることか

ら、工事関係車両の交通規則（走行速度等）の順守を徹底し、安全確認をすることにより、安

全性は確保され、利便性への影響は生じないと予測する。 

OR02（旭川・りんくるライン）を通行する歩行者及び自転車は、TP02（断面 B）で 206 人、

TP02（断面 C）で 505 人であった。また、旭川・りんくるラインと交差する工事関係車両の主

要な走行ルートである国道 313号（TP02（断面 A））の交通量の増加率は、1.2％であった。 

旭川・りんくるラインの利用特性への影響については、国道 313 号の交通量の増加が少なく、

国道 313 号を横断する交差点には横断歩道や信号が整備されていることから、歩行者及び自転

車が旭川・りんくるラインを通行するにあたっての支障は生じないものと考えられる。したが

って、旭川・りんくるラインの利用特性への影響は生じないものと予測する。 

また、旭川・りんくるラインの利用者の主要なアクセス方法は、その利用特性から徒歩や自

転車と推測されるが、利用者の主要なアクセスルートである国道 313 号の自動車交通量の増加

率が 1.2％と小さく、また、国道 313 号には歩道が整備されていることから、利用者のアクセ

スルートへの影響も生じないものと予測する。 

OR03（勝山城址公園）への主要なアクセスルートは国道 313 号であり、アクセス方法は徒歩

及び自転車と考えられる。国道 313 号（TP02（断面 A））の自動車交通量の増加率は 1.2％と小

さく、国道 313 号には歩道が整備されていることから、勝山城址公園への利用特性及び利用者

のアクセスルートへの影響は生じないと予測する。 

 

表 12.1.8-10 人と自然との触れ合い活動の場及びアクセスルートを利用する歩行者及び自転車 

予測地点 
交通量 

歩行者 自転車 合計 

旭川・りんくるライン 
TP02(断面 B) 158 48 206 

TP02(断面 C) 473 32 505 

市道神代福谷線 TP01 1 0 1 
注)交通量の合計は、歩行者及び自転車の合計である。 
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表 12.1.8-11 工事関係車両の主要な走行ルートにおける交通量の予測結果 

道路名 

現況 工事用車両 将来 

小型車 
(台) 

大型車 
(台) 

合計 
[A] 

(台) 

小型車 
(台) 

大型車 
(台) 

合計 
[B] 

(台) 

合計 
[C=A+B] 

(台) 

増加率 
[C/A-A] 

(％) 

市道神代福谷線 

（TP01） 
  423    40   463    50    60   110   573 23.8 

国道 313号 

（TP02 断面 A） 
8,360 1,065 9,425    50    60   110 9,535  1.2 

注)工事関係車両の台数は搬出入ルートの詳細が未定であるため、安全側として、各道路に最大となる月の工事関係車両の全てが走行

すると想定した。 

 

   b. 評価 

    ｱ)評価方法 

a) 環境影響の回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果に基づいて、主要な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響

が、実行可能な範囲内で回避又は低減されているかを検討し、環境保全についての配慮が適

正になされているかを評価した。 

 

    ｲ)環境保全措置 

工事用資材等の搬出入に使用する関係車両の走行に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動

の場への影響を低減するための環境保全措置は以下のとおりである。 

 

・工事関係者の通勤車両については、乗り合いの徹底等により、工事関係車両台数を低減す

る。 

・工事工程の調整により工事関係車両台数の平準化を図り、建設工事の最盛期の台数を低減

する。 

・工事に伴い発生した土は、盛土や敷均しになどに使用し、場内で土工量のバランスを取り、

土砂の搬出入に伴う工事関係車両を発生させない。 

・工事関係車両の適正走行、アイドリングストップ、空ぶかしの防止を工事関係者に徹底す

る。 

・環境保全措置の内容について、工事関係者に周知徹底する。 

 

    ｳ)評価結果 

a) 環境影響の回避、低減に係る評価 

上記の環境保全措置を講じることにより、工事用資材等の搬出入に使用する関係車両の走

行に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響は小さいと予測され、実行可能な

範囲内で影響の低減が図られているものと評価する。 
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  ② 土地又は工作物の存在及び供用 

   1) 地形改変及び施設の存在 

   a. 予測の結果 

    ｱ)予測手法 

環境保全措置を踏まえ、主要な人と自然との触れ合いの活動の場について、分布及び利用環

境の改変の程度を把握した上で、利用特性への影響を予測した。 

    ｲ)予測地域 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

    ｳ)予測地点 

予測地点は、調査地点と同じ、図 12.1.8-1に示す 3地点とした。 

    ｴ)予測対象時期 

予測対象時期は、施設が完成した時点とした。 

    ｵ)予測結果 

施設の供用に伴う人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果は表 12.1.8-12に示

すとおりである。 

本事業による各主要な人と自然との触れ合いの活動の場に対する直接的な改変は無い。 

本事業では表 12.1.8-13 に示す設備が 24 時間稼働するが、OR01（勝山運動公園）はこれら

の設備から約 500mの離隔があるため、騒音の影響はほとんど生じないと考えられる。また、対

象事業実施区域との間に丘陵があるため景観に変化はなく、太陽光パネルからの反射光も周辺

の地形によって遮られるため、地形改変及び施設の存在による、人と自然との触れ合いの活動

の場への影響は生じないとものと予測した。 

OR02（旭川・りんくるライン）は、最も近接する設備から 2km 以上の離隔があることから、

騒音の影響は生じないと考えられる。また、景観調査の結果、周辺地域（VP05 勝山地区）では

景観の変化はなく、太陽光パネルも視認できないことから、地形改変及び施設の存在による、

人と自然との触れ合いの活動の場への影響は生じないものと予測した。 

OR03（勝山城山公園）は、最も近接する設備から 2km 以上の離隔があることから、騒音の影

響は生じないと考えられる。また、景観調査の結果、同施設の眺望地点からは（VP02 勝山城跡）

太陽光パネルが視認できないことから、地形改変及び施設の存在による、人と自然との触れ合

いの活動の場への影響は生じないものと予測した。 
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表 12.1.8-12 施設の供用に伴う人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

検討対象 活動の概要 
改変区域 

からの距離 
予測結果 

OR01 

勝山運動公園 

キャンプ、炊飯、

野球、テニス等 
約 500m 

直接的な改変はなく、改変区域から約 500m 離れ

ていることから、騒音の影響はほとんど生じな

い。また、周辺の地形によって景観の変化はな

く、反射光も遮られるため、影響は生じない。 

OR02 

旭川・りんくる

ライン 

ランニング、 

ウォーキング、サ

イクリング等 

約 2.2km 

直接的な改変はなく、改変区域からは 2km 以上離

れていることから騒音の影響は生じない。また、

周辺の地形によって景観の変化はなく、反射光も

遮られるため、影響は生じない。 

OR03 

勝山城山公園 

ウォーキング、散

策等 
約 2.4km 

直接的な改変はなく、改変区域からは 2km 以上離

れていることから騒音の影響は生じない。また、

周辺の地形によって景観の変化はなく、反射光も

遮られるため、影響は生じない。 

 

表 12.1.8-13 騒音発生設備の概要 

設備 台数 稼働時間 

主変圧器 1台 24時間 

副変圧器 17 台 24時間 

PCS 17 台 24時間 

 

   b. 評価 

    ｱ)評価方法 

a) 環境影響の回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果に基づいて、主要な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響

が、実行可能な範囲内で回避又は低減されているかを検討し、環境保全についての配慮が適

正になされているかを評価した。 

 

    ｲ)環境保全措置 

地形改変及び施設の存在に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響を低減する

ための環境保全措置は以下のとおりである。 

 

・設備のメンテナンスを適切に実施し、意図しない異常音の発生を抑制する。 

 

    ｳ)評価結果 

a) 環境影響の回避、低減に係る評価 

上記の環境保全措置を講じることにより、地形改変及び施設の存在に伴う主要な人と自然

との触れ合いの活動の場への影響は小さいと予測され、実行可能な範囲内で影響の低減が図

られているものと評価する。 
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